
        信州大学大学院法曹法務研究科の閉校にあたっての会長談話 

 

 本日、信州大学大学院法曹法務研究科（以下、「信大ロースクール」という。）の閉校式が

行われる。信大ロースクールは、平成１７年４月に開校したが、当会は、「自らの後継者を

自らの手によって育成し、地域の司法水準を向上させる」という地域司法充実の理念のもと、

関係機関に対する働きかけや市民に対する大規模な署名活動を行うなど、その構想段階か

ら主体的に設立運動を担った。また、当会は、信州大学との間で、平成１６年６月３０日に

「信州大学大学院法曹法務研究科に関する協定」、平成１９年３月７日に「ロークリニック

に関する協定」を締結するとともに、当会内に法科大学院バックアップ委員会を設置し、多

数の実務家教員の派遣や、模擬裁判への講師派遣、ロークリニック・事務所訪問の受け入れ、

講演活動、課外指導等を継続的かつ積極的に行ってきた。 

 派遣した実務家教員や、法科大学院バックアップ委員会に所属する若手会員らによる献

身的な指導の甲斐もあって、信大ロースクールの修了生から、これまでに合計３６名が司法

試験に合格し、現在、その内の２２名が当会に弁護士登録し（当会の会員の１割程度が信大

ロースクールの出身者となる。）、地域に貢献する弁護士として活動している。 

 自らの後継者を自らの手によって育成するという理念は、相当程度は達成することがで

きたといえる。もっとも、地域の司法水準を向上させる活動に終わりはなく、法曹養成の地

域の拠点である信大ロースクールがこの３月末日をもって閉校となることは、誠に残念と

いうほかない。 

 一方で、平成２８年４月、信州大学には新たに経法学部が誕生し、同学部内に総合法律学

科（学士課程）が新設された。長野県内において、法学分野の学士課程が設置されたのは、

初めてのことである。当会の理念は、今後も息づいていく。 

 当会と信州大学とは、平成２８年２月２４日付で「信州大学と長野県弁護士会との包括連

携に関する協定」を締結している。当会は、今後も、法律系人材の育成や法的実務に関する

研究へ寄与する等、地域司法の充実に資する活動に邁進する所存である。 
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